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研究成果の概要（和文）：本研究はスペイン語学習における異文化コミュニケーション能力の開発と文学との関
係性を軸にしたものであるByram(2009)異文化コミュニケーション能力の開発理論においてある言語で対話をす
るには,まずその言語を話す人々の文化やコードを知る必要があると説明している。適切な対話を促すための文
学教材が求められてきた。本研究には2つの目的がある。1つ目は、言語能力と異文化コミュニケーション能力の
統合(Byram, 2009）を促す外国語教育および学習方法を検討すること。2つ目は、外国語としてのスペイン語教
育において、言語能力と異文化コミュニケーション理解能力の学習とを統合する。

研究成果の概要（英文）：This project has been developed around literature and the development of 
cultural skills in learning Spanish.Based on the theory of the development of cultural competencies 
outlined by Byram (2009).

研究分野： Education
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、外国語教育において、効果的なコミュニケーションのために求められる文化、多様性、異文化コミュ
ニケーション能力の知識とスキルを概念化するために必要な枠組みを作成することを目指している。研究の成果
として、外国語学習者は文学教材を通して異文化間理解のための問いをたて内省することができた。文学とコミ
ュニケーションを統合したことで、新たなスペイン語話者となった学習者は、異文化間コミュニケーションの多
様な場面で誤解を避けることができるようになった

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の初期段階では、外国語学習者と目標言語を母語とする話者の間のコミュニケーション
を適切にし、文化的な誤解を防ぐためのツールを学習者に提供することを目指した。すでに先行
研究の成果としての複数の教材が存在したが十分ではなかった。Byram (2009)が指摘する通り、
多くの指導要綱等で異文化学習の重要性に言及しているとはいえ、一般的には、外国語教育の場
においては、語彙や文法についての指導は十分に行われているが異文化理解に関する能力開発
にはまだ十分な注意が払われていない。目標言語（ここではスペイン語）話者の文化や生活様式
を扱う文学を題材とした教材開発を目指した. 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究には 2 つの目的がある。1 つ目は、言語能力と異文化コミュニケーション能力の統合
(Byram, 2009）を促す外国語教育および学習方法を検討すること。2 つ目は、ELE において、
言語能力と異文化コミュニケーション能力の学習とを統合する、文学を題材とした教材開発を
目指すものである。なお、本研究は、外国語教育におけるコミュニカティブ・アプローチの分野
に位置する。その中心概念は、外国語教育および学習における文化、文化的多様性、異文化コミ
ュニケーション能力である. 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、異文化間言語学習モデル（Byram and Fleming 2009）を用い、異文化コミュニケー
ション能力の育成を目的とする教材開発を行った。Byram（2009）は、知識、能力、態度を体系
化し、教育と評価モデルを開発した。このモデルでは、学習者は、相手の文化の特徴を調査する
能力、知識を獲得する能力、さらに、文化的多様性に寛容な態度を持つことが求められる。ここ
では、異文化コミュニケーション能力とは、実際のコミュニケーション場面において適切な態度
で臨み、多様な文化の側面を知ろうとする意欲的な態度と定義される。 
このような異文化コミュニケーション能力育成のためには、まずは、自らの文化を理解する活動
をすすめるべきだとされ、Byram と Fleming (2009, p. 14)は、そのための 3つのプロセスを考
案した。 
1. 言語学習と文化学習を統合し、コミュニケーションと相互対話を促す。 
2. 他者の比較を通して、学習者が置かれている社会文化について再考し、批判的に見つめ直す
ことを促す。 
3. 学習者が日頃接している言語とは異なる文化や社会と出会いコミュニケーションをとること
を促す。  
本研究における 2 つ目の重要な点は、異文化コミュニケーション能力を文学と融合させたこと
だ。この点に関しては、Bredella (2000)や Kramsch (2000)など、さまざまな先行研究がある。
先行研究者は、外国語教育の場での文学的なテキスト使用が、学習者が世界を見る複合的な視点
を獲得することに寄与すると述べている。 
Bredella（2000）は、相手の立場に立つこと、あるいは自分とは異なる世界を想像することは、
異文化間理解に不可欠であり、そのためには、自らのおかれた現実をまず認識すること、さらに、
他者の価値観、行動様式や必要性を認めることが重要であると述べる。このようなプロセスによ
り、学習者は、異文化理解の土台となる批判的な視点を獲得していく。 
文学を中心に据えた教材が外国語教育・学習において異文化コミュニケーション能力のプロセ
スに貢献する理由は、言語的、文化的、感情的な要素等多岐に渡る。言語的な観点からは、語彙、
構文、散文、意味論、語用論のような言語のさまざまな側面がある。文学は、発信者としての作
者が、コードを使用しメッセージを受信者に伝達するコミュニケーション行為である。このよう
な理論的基盤に立脚し、言語学習と文化学習を統合するための文学を用いた複数の教材を開発
した。学習者による、様々なジャンルの文学様式（歌、詩、小説、短編小説等）を用いた活動に
より、本研究の目指す成果を得ることができた 
 
 
 
４．研究成果 
本研究の 2018 年から 2023 年の研究期間は大きく 2 つに分けられる。第 1 期間においては、異
文化コミュニケーション能力開発に寄与する教材開発のための理論的基盤をまとめた。第 2 期
間では、ヨーロッパ言語共通参照枠による A2， B１レベルを持つ外国語としてのスペイン語（ELE）
学習者が実践的学習において使用する教材開発を試みた。 



第 1期間の成果として、数年にわたる議論を経て、言語教育のプロセスにいて文化的要素を取り
入れることの重要性と影響力が広く認められるようになったと言える。グローバル化がますま
す進行する中、効果的なコミュニケーションを図るためには、目標言語話者が持つ世界に近づく
ための異文化理解能力が必要である。異文化コミュニケーション能力の獲得のためには、言語知
識の獲得に加えて、文脈や話者をとりまく社会環境に合わせた表現を用いる必要性があること
を意識化すること、相手の世界に関心を寄せ理解するための活動を教育実践の場で展開するこ
とが重要である。 
コミュニケーション能力は、学習者が目標言語の構造に注意を払い目標言語での効果的な対話
を可能にする。さらに、次段階においては、ネイティブスピーカーとコミュニケーションを図る
ために必要な異文化コミュニケーション能力に発展する。Miquel (1999)は、異文化間コミュニ
ケーション能力とは、あるコミュニティの成員が持つ習慣、物、知識、信念に関する知識を、談
話を通して組織化するための手続き的知識であるとし、文化の衝突を克服するために不可欠な
ものであると定義する。当然ながら、異文化間のコミュニケーションを阻害する要因は多々存在
する。ゆえに、学習者が自国の文化と目標言語の文化の違いに関心を寄せ、双方を尊重しながら
学習することが必要とされる。 
第 2期間では、文学を中心に据えた言語学習教材開発に力点を置いた。開発した教材は、スペイ
ン語学科のヨーロッパ言語共通参照枠による A2 および B1 レベルの学生を対象とした教育実践
に用いた。対象となった学生（2019 年、10名。2020 年、12名。2021 年、9名、2022 年、12 名）
は、イスパノアメリカ諸国と日本の文化との対比の多様な側面について知識を獲得し、熟考を重
ね、批判的に問をたてることを促す各種のテキストを読む活動を行った。この教育実践のすべて
のプロセスにおいて、学習者の意見を尊重するとともに、批判的視点をもつことを促すことに注
意を払った。 
活動後に行った調査票の結果からは、「効果的なコミュニケーションに役立つ文化的側面を知る
ことができた」という多くの意見が読み取れた。結果分析からは、日常生活、家族、休日等、学
習者にとって理解のより容易な題材がある一方、話者交代、親子関係など、理解が難しい題材が
あることがわかった。このような研究結果から、言語教育のプロセスにおいて、多様な角度から
文化を捉え直し、自らの視点を確立し批判的内省的に世界を見る機会を、学習者に与えることは
重要だと結論づけられるだろう。さらにその経験が目標言語の知識だけでなく、自己認識を促し
外国語学習をより有意義なものにするといえる。 
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